
五
\

評
価
の
業
務
を
行
う
部
門
の
専
任
の
管
理
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

郷
右
近
光
剛

変
更
後

三
浦

隆
夫

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

四
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

石
川

善
美

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

堀

安
義

変
更
後

e

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

平成™œ年�月™˜日 金曜日 第�—�™号官 報
変
更
し
た
事
項

位

置

所

在

地

阪
神
港
大
阪
区
（
大
阪
灯
台
の
西
南

西
方
約
二
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
四
e

三
八
e

一
九

東

経

一
三
五
e

二
一
e

三
〇

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま

で
七
・
七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上

か
ら
灯
火
ま
で
七
・
六
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

名

称

津
居
山
港
東
導
流
堤
灯
台

位

置

所

在

地

兵
庫
県
津
居
山
港（
東
導
流
堤
外
端
）

北

緯

三
五
e

三
九
e

〇
一

東

経

一
三
四
e

五
〇
e

二
二

変
更
し
た
事
項

一
時
撤
去
中
の
と
こ
ろ
復
旧

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
二
十
八
号

航
路
標
識
の
名
称
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

筑
前
相
ノ
島
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
糟
屋
郡
新
宮
町
（
相
ノ
島
）

北

緯

三
三
e

四
五
e

四
〇

東

経

一
三
〇
e

二
一
e

三
九

変
更
し
た
事
項

名

称

筑
前
相
島
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
糟
屋
郡
新
宮
町
（
相
島
）

北

緯

三
三
e

四
五
e

四
〇

東

経

一
三
〇
e

二
一
e

三
九

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

名

称

筑
前
相
ノ
島
港
南
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
糟
屋
郡
新
宮
町
（
相
ノ
島
港

南
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
三
e

四
五
e

二
五

東

経

一
三
〇
e

二
一
e

五
五

変
更
し
た
事
項

名

称

筑
前
相
島
港
南
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

福
岡
県
糟
屋
郡
新
宮
町
（
相
島
港
南

防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
三
e

四
五
e

二
五

東

経

一
三
〇
e

二
一
e

五
五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
三
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

徳
山
日
出
男

一

登
録
番
号

東
北
地
方
整
備
局
長

９

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

一
般
財
団
法
人
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

〇
防
衛
省
告
示
第
百
十
九
号

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

期

間

平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
か
ら
同
年
九
月
六
日

ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
土
曜
日
、日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

区

域

五
島
列
島
南
方
海
面
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の

四
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
点
と
Í
の
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
四
、
五
七
二
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
間

Ê

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

Ë

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

Ì

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

Í

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

名

称

若
宮
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ

局

位

置

所

在

地

長
崎
県
壱
岐
市
（
若
宮
島
）

北

緯

三
三
e

五
二
e

〇
九

東

経

一
二
九
e

四
一
e

一
一

変
更
し
た
事
項

記

事

本
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ

局
は
、位
置
誤
差
補
正
情
報
の
ほ
か
、

次
の
情
報
を
通
報
し
て
い
る
。

イ

位
置
誤
差
を
測
定
す
る
基
準

局
の
位
置
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
の
状

態
等
の
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
に
関
す
る
情
報

ロ

若
宮
灯
台
、
豆
酘
埼
灯
台
、

三
島
灯
台
、
筑
前
相
島
灯
台
、

対
馬
瀬
鼻
灯
台
及
び
見
島
北
灯

台
に
お
け
る
気
象
の
状
況

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

〇
防
衛
省
告
示
第
百
十
八
号

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

期

間

平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
か
ら
同
年
九
月
六
日

ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
土
曜
日
、日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

区

域

日
向
Í
東
方
海
面
及
び
足
É
岬
沖
海
面
の
次
の

Ê
か
ら
Ó
ま
で
の
十
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

Ê
の
点
と
Ó
の
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ

る
海
面
並
び
に
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度

四
、
五
七
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間

Ê

北
緯
三
二
度
〇
一
分
四
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

Ë

北
緯
三
二
度
〇
九
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Ì

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Í

北
緯
三
二
度
〇
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Î

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ï

北
緯
三
一
度
〇
四
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
〇
七
分
五
一
秒

Ð

北
緯
三
一
度
二
五
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
〇
七
分
五
一
秒

Ñ

北
緯
三
一
度
三
〇
分
四
三
秒

東
経
一
三
二
度
〇
九
分
二
一
秒

Ò

北
緯
三
二
度
〇
〇
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
四
分
五
一
秒

Ó

北
緯
三
二
度
〇
三
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。
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